
H2

H2

● 褐炭
 Lignite (Brown Coal)

H
2

H
2

H2

Wind
● 風力

Hydro
● 水力

Oil & Natural Gas

Solar

● 石油 & 天然ガス

● 太陽光

研究目標

概 要

海外の未利用エネルギーを水素に変換して日本に輸送
する、グローバルなスケールでの水素サプライチェーンの
構築を図る。具体例として、オーストラリアの褐炭を現地
で CO2と水素に分離し、CO2は現地で地中に隔離し、
水素のみを液化してタンカーで運搬、国内の拠点にて貯
蔵・エネルギー転換を図る構想がある。また、国内の再
生エネルギーから生成する水素エネルギーの利用とも連携
させる。これらの一連の取り組みについて正確かつ客観
的な情報の整理、新たな価値の創出、システム設計と評
価、技術開発課題の抽出、課題解決のための研究を行う。

水素（H2）は低炭素社会やエネルギー構造の変革を実現
する非常に有望な二次エネルギーである。しかしながら
大量の水素エネルギーを活用するためには要素技術、
システム、産業、社会の様々な観点から選択肢を検討し、
課題を抽出・解決する必要がある。本研究ユニットは本学
が中心となり産官学連携により、これらの様々な課題を
多面的、客観的、かつ科学的に評価する機能を提供する。
その上で、課題解決を図るためのボトルネックを明らかにし、
必要となる技術やシステムの開発目標を定め、水素エネ
ルギー社会の実現に貢献する。
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なぜこの研究ユニットを作られたのですか？
水素エネルギー社会を実現するためには、技術や研究に秀でた大学、実社会への展開を推進する産業界、政策を立案、
実行する政府の産官学が有機的に連携することが不可欠です。大学という客観的な立場を活用して、本研究ユニットの
中に産官学からなる「グローバル水素エネルギーコンソーシアム」を立ち上げました。研究ユニットは、このコンソーシアム
を機能的かつ継続的に運営し、多面的な評価と要素・システム技術開発を行いコンソーシアムメンバーが情報交換でき
る拠点となります。

Q 

研究目標を達成する道筋を教えてください
本研究ユニットの構想は、30年先の日本のエネルギー社会を見据えており、それを前提として当初5年の計画を策定
しています。まず、水素を海外や国内から大量に導入し活用するための、客観的かつ多様な評価を行うための体制を確立
します。2016年度には、産官学連携によりこの評価を開始します。そのために外部資金の導入を推進します。2017、
2018年度には、抽出された課題の重み付けを行い、重要度の高いものから、課題解決に向けた具体的な研究を進め
ていく予定です。2019年度には、それまでの成果を活かしつつ、次のステップに向けて基盤作りを図っていきます。

Q 

2016年 3月

この研究ユニットの
強みを教えてください
東工大はエネルギーに関する研究・教育について
長年にわたって数々の業績を上げてきています。
2012 年には大岡山キャンパスに「環境エネルギー
イノベーション棟」が竣工し、エネルギー管理を行う
スマートグリッド管理システム“エネスワロー”が運
用されています。これらの技術とシステムの実績を
ベースに、学内の技術の専門家に加え、イノベーショ
ンや技術評価の専門家も研究ユニットのメンバーに
参加しています。研究ユニットのチームがコンソーシ
アムのメンバーとともにグローバルかつオープンな連
携を通じて活動していくことが強みです。

Q 

水素エネルギー社会を
実現するためには
産官学が有機的に
連携することが不可欠

東工大 研究ユニット

●水素生成
●水素輸送
●水素貯蔵
●水素利用

●材料
●プロセス
●デバイス
●メカニズム

●政策目標
●制度・施策
●価値観

●費用・便益分析
●LCA: ライフサイクルアセスメント、
  マテリアル・エネルギーフロー解析
●供給安定性、資源多様性評価

●エコシステム分析
●企業動向、競争力評価

●コスト構造分析
●システム安全性評価

●萌芽・将来技術抽出・評価
●技術的な実現可能性、TRL評価
●理論限界、ボトルネック、
  研究開発目標
●関連・競合技術動向分析
●コスト分析、リスク評価

●企業、産業構造
●戦略、競争力

●1次エネルギー
●サプライチェーン
●需要、インフラ

社会

産業
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システム

要素技術

グローバル水素エネルギー研究ユニットが目指す
中立・客観的で多様な評価（Technology Assessment）


